










『守一隅 照千里——小松昭夫的企业经营之道』

まえがき

 　私は「日本的経営」の研究者として、また日本の大学で、長年、経営

学領域で教鞭をとっている学者として、張可喜と魏亜玲共著の『守一隅 

照千里——小松昭夫的企业经营之道』を、中国の読者の皆様に推薦する

機会をいただき、光栄に思っております。この本の魅力をお借りして、

「他山の石」に興味のある方々に、日本の優良企業経営の真髄を紹介さ

せていただきます。 中国企業は、いま、転換期を迎えています。この転

換期の本質あるいは成功のカギは、技術力の向上や次の商機を探ること

のみならず、経営スタイルの転換こそ重要です。前者は企業に短期的なのみならず、経営スタイルの転換こそ重要です。前者は企業に短期的な

利益をもたらすかもしれませんが、後者は、企業に永続的な経営の基盤

を作ることができます。 中国にも、優良企業や長寿企業があります。し

かし、多くの企業は、まだ真の経営を行っていないことも事実です。こ

れは、中国企業の先天的な欠陥になります。とくに、正しい経営を行う

重要性に気付いていないことに危機感を感じます。 

　経営には模範解答はありません。しかし、経営には正しいか否かはあ

ります。 経営とは何か？簡単にいうと、経営とは、好況不況にかかわら

ず、企業が存続できる、利益を生み出せるための工夫です。

この工夫による知恵こそ日本の優良企業·長寿企業の強みです！本書の

主役である「小松電機」はその好例です。本書の出版は、中国企業の体

質改善によい知恵と契機を与えてくれていると思います。 

　正しい経営には、正しい理念が必要です。正しい理念は、創始者ある　正しい経営には、正しい理念が必要です。正しい理念は、創始者ある

いは、起業家が過酷な実践から悟った価値観であり、企業の魂です。こ

のような理念があれば、企業は先人の轍を踏まないように正しい道に従



業員を導くことができます。良い企業文化も醸成できます。対外的に企

業の良いイメージも確立できます。理念の形成に関しては、本書の第１

章から第５章が、良いヒントを与えてくれます。とくに第５章を通じて

、経営理念の役割をより深く理解することができます。 

　小松電機の創立者、小松昭夫社長がお悟りになった経営理念は、企業　小松電機の創立者、小松昭夫社長がお悟りになった経営理念は、企業

の本質であり、企業の究極的な存在意義になっています。つまり、経営

理念の真髄そのものです。 どの時代においても、社会には、顕在的·潜

在的に何らかの課題が存在しています。それらの課題こそ、企業にとっ

てはビジネス·チャンスなのです。小松電機の経営理念は、まさにその

真諦を物語っています。

　このような経営理念のもとに、企業は、問題を洞察する能力や問題を　このような経営理念のもとに、企業は、問題を洞察する能力や問題を

解決する能力を持つ企業文化や人材を育みます。こういった企業文化や

人材は、企業において、無限な創造力を自発的に生み出します。この創

造力はまた企業のコア·コンピタンスを形成してくれます。それは、小

松電機の「門番」や「やくも水神」のような技術や製品として反映され

ます。さらに、独自の技術や製品は、企業に高い利益をもたらします。

　こういった良いサイクルができている企業であれば、高い持続力を有　こういった良いサイクルができている企業であれば、高い持続力を有

することが容易に想像できるでしょう。

　 小松電機の CSX の経営理念の深さは、CSR を超え、CSV も超えてい　 小松電機の CSX の経営理念の深さは、CSR を超え、CSV も超えてい

ます。経営理念は、究極的·本質的であればあるほど、コア·コンピタ

ンスが形成されやすいということを、小松電機の経験から学ぶことがで

きます。すなわち、経営理念の深さとコア·コンピタンスとの間に正比

例の関係になっているように感じます。したがって、経営者の経営手腕

や商才のうらに、かならず彼（彼女）が悟った正しい価値観に支えられ

ています。その価値観をさまざまな工夫によって従業員全員に浸透し、

やがて従業員の行動規範になっていきます。いわば、心が変われば、行やがて従業員の行動規範になっていきます。いわば、心が変われば、行

動が変わる、行動が変われば、習慣が変わる、習慣が変われば、運命が

かわるということになります。 

　小松電機の独特な、「平和」を目的にする海外研修から、経営への全　小松電機の独特な、「平和」を目的にする海外研修から、経営への全

員参画のための High3Q6Sの実践に至るまで、すべて小松電機の経営理

念の浸透に関係しているように感じます。このような崇高な理想によっ

て凝縮された集団のエネルギーは、カネや利益関係のみで結ばれている

集団と比べ、より強い、より永続的であることは理解できるでしょう。 

企業を正しい経営の軌道に導くことは、今の中国企業、殊にベンチャー

などの新興企業にとっては、急務です。すなわち、創業者や経営者が企

業に正しい価値観や使命感（ミッション）を与え、それをエネルギーと業に正しい価値観や使命感（ミッション）を与え、それをエネルギーと

して従業員に注ぎ、適切なやり方と多少の忍耐力が必要ですが、そのエ

ネルギーから真の競争力が生まれます。しかも、このような競争力は内

生的なものであり、買収で手に入る能力ではないし、競合者に模倣され

にくい能力でもあります。日本の優良企業·長寿企業が持っている能力

は、まさにこの能力なのです。

　これが、日本的経営の真髄だと私は思っております！

　本書を読んでいくと、日本的経営の考えは、中国の伝統文化と脈々と

繋がっており、中国文化に影響される部分もあります。 

　日本企業も物欲や利益最優先の時代を経験していました。たとえば、　日本企業も物欲や利益最優先の時代を経験していました。たとえば、

戦後間もない時代です。同時に、自分を喪失し、単なる米国の追随をし

ている時代もありました。たとえば、バブル経済崩壊後から今に至るま

での間です。特に大企業にその特徴が著しく現れています。当然、日本

の大企業がなかなか昔の栄光に戻れないのは、これだけが原因ではあり

ませんが、関係しています。

　したがって、ここで特筆したいのは、今の転換期に、自分を見失うこ　したがって、ここで特筆したいのは、今の転換期に、自分を見失うこ

となく、何を変えるべきか何を変えるべきではないかを見極めることは



すぐ模倣することよりも何倍も重要だということです！この20年～30年

間に、日本の一部の大企業は日本的経営の真髄を捨てただけではなく、

「ヤブ医者」に間違った「治療」をされたせいで、自分の企業は何者な

のかもわからなくなっています。このような間違った経営転換·改革を

避けるべきです。しかも、日本から良い経験と間違った教訓を学べるこ

とができるので、「石を探りながら川を渡る（摸石头过河）」必要はな

くなります！ 

　帰国時に、よく「日本からはもう学ぶものはない」と聞きますが、そ　帰国時に、よく「日本からはもう学ぶものはない」と聞きますが、そ

れは、おそらく、日本的経営のことは、単なるトヨタ生産方式として理

解されたことが原因だと思います。その認識は、日本的経営を表に見え

る方法としており、真髄の部分ではないと私は思います。事実、中国の

企業と日本の優良企業との差はまだまだ大きいです。

　最後に、本書が中国企業にとって日本的経営の真髄を理解するきっか　最後に、本書が中国企業にとって日本的経営の真髄を理解するきっか

けになることを心より期待しております。それによって、中国企業は、

中国の豊かさの実現に良い役割を果たし、尊敬される存在になり、人に

幸せをもたらすために、信頼され、安心できる製品·サービスを提供し

続けて欲しいと切に願っております。
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